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濁
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鐘
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設
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す
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法
第
四
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ず
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。
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求
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浮

遊
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質
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（

）
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大

通

常

最

大

最

四
・
七

四
・
二

六
・
三

四
・
九

四
・
五

六
・
六

）
別
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第
一
第
六
十
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の
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生
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安
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お
い
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衆
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繁
太
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施
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ま
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と
整
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ー
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接
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打
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と
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窒
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大

〇
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〇
三
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・
六
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七
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三

術

所
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在

院
鍼

岩
国
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岩
国
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七
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〇
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号
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里
布
町
六
丁
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号
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南
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六
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出
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の

値燐（

）

通

常

最

大

通

〇
・
五

〇
・
六

五
、

〇
・
六
二

八
、

三
指

定

年

月

日

地
一
三
番

平
成
二
五
、

五
、

一
四
番

六
、
二

五
、

一
日
当
た
り
の
量
（
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最

大

八
〇
六

七
、
〇
〇
一

〇
〇
〇
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九
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〇
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崎
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区
第
二
百
二
号

区
第
二
百
三
号

区
第
二
百
四
号

区
第
二
百
五
号

区
第
十
九
号

区
第
二
十
号

区
第
二
十
一
号

区
第
二
十
二
号

区
第
二
十
三
号

区
第
二
十
四
号

区
第
二
十
五
号

区
第
二
十
六
号

市
港
町
二
丁
目
二
番
四
二
号

市
伊
崎
町
一
丁
目
四
番
二
四
号

豊
浦
町
大
字
涌
田
後
地
七
五
四

伊
崎
町
一
丁
目
四
番
二
四
号

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
ほ

一
組
合

新
宇
部
漁
業
協
同
組
合

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

の
一

黒
井
漁
業
協
同
組
合

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

四

か



平成

区
第

区
第

区
第

年 月 日 金曜日

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

山 口 県

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

（定期）報

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

第 号

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

区
第

二
百
五
十
三
号

二
百
五
十
四
号

二
百
五
十
五
号

二
百
四
十
六
号

二
百
四
十
七
号

二
百
四
十
八
号

柱
島

二
百
四
十
九
号

二
百
五
十
号

二
百
五
十
一
号

大
島
郡
周
防

三

二
百
五
十
二
号

下
関
市
伊
崎

二
百
三
十
八
号

二
百
三
十
九
号

二
百
四
十
号

二
百
四
十
一
号

熊
毛
郡
上
関

二
百
四
十
二
号

下
関
市
伊
崎

二
百
四
十
三
号

岩
国
市
由
宇

二
百
四
十
四
号

二
百
四
十
五
号

二
百
三
十
号

二
百
三
十
一
号

二
百
三
十
二
号

二
百
三
十
三
号

二
百
三
十
四
号

二
百
三
十
五
号

二
百
三
十
六
号

二
百
三
十
七
号

二
百
二
十
三
号

二
百
二
十
四
号

二
百
二
十
五
号

二
百
二
十
六
号

二
百
二
十
七
号

二
百
二
十
八
号

二
百
二
十
九
号

一
四
一
の
七

大
島
町
大
字
小
松
開
作
六
三
の

町
一
丁
目
四
番
二
四
号

町
大
字
長
島
一
〇
の
九

町
一
丁
目
四
番
二
四
号

町
神
東
一
六
三
一
の
四

柱
島
漁
業
協
同
組
合

大
島
町
漁
業
協
同
組
合

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

社
団
法
人
山
口
県
光
・
熊
毛

地
区
栽
培
漁
業
協
会

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

神
代
漁
業
協
同
組
合

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

定
第
五
号

長
門

定
第
六
号

下
関

山
口
県
告
示
第
三
百
五
十
九

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和

る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次

が
あ
っ
た
と
認
め
た
。

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

免
許
番
号

漁

定
第
一
号

阿
武

定
第
二
号

下
関

定
第
三
号

定
第
四
号

区
第
四
千
一
号

柳
井

山
口
県
告
示
第
三
百
五
十
八

定
置
漁
業
権
の
免
許
の
内
容

口
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号
）

第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
条
の

区
第
二
百
五
十
六
号

区
第
二
百
五
十
七
号

区
第
二
百
五
十
八
号

区
第
二
百
五
十
九
号

区
第
二
百
六
十
号

区
第
二
百
六
十
一
号

区
第
二
百
六
十
二
号

山
口

市
通
六
七
一
の
一
四

市
伊
崎
町
一
丁
目
四
番
二
四
号

号
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第

の
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百

山
口

業

権

者

の

住

所

及

郡
阿
武
町
大
字
惣
郷
六
四
一
の
四

市
伊
崎
町
一
丁
目
四
番
二
四
号

市
遠
崎
無
番
地

号
た
る
べ
き
事
項
及
び
申
請
期
間
等

に
係
る
漁
業
権
に
つ
き
、
次
の
と

規
定
に
よ
る
免
許
を
し
た
。

五

県
知
事

山

本

繁
太
郎

通
定
置
漁
業
組
合

組
合
長

木
嶋
信
治

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同

県
知
事

山

本

繁
太
郎

び

名

称

尾
無
浦
大
敷
組
合

代
表
者

廣
石
芳
郎

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人
山
口
県
内

東
部
栽
培
漁
業
協
会

に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
五
年

お
り
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

よ意 海山律



平成 年 月 日 金曜日

登山第山第山第

山 口

（
三肥

り
肥

（定期）県 報

下

第 号

豊
山

建
の
位そ録

番
号

登
録
年
月
日

口
県
生

五
九
四
号

平
成
二
五
、

八
、

七

口
県
生

五
九
五
号

口
県
生

五
九
六
号

公

一
九
）
肥
料
の
登
録

料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

料
の
登
録
を
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

地

名

及

び

松
市
潮
音
町
六
丁
目
三
四
四
の
三
一

北
町
加
入
区

口
県
告
示
第
三
百
六
十
号

築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

の
関
係
図
面
は
、
周
南
土
木
建
築

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

一
五
炭
酸
苦
土
石

灰一
五
粒
状
炭
酸
苦

土
石
灰

消
石
灰

七
〇
消
石
灰

告

第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一

山
口
県
知

山
口
県
知

番

地

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

四
・
〇

第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第

事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦
覧
に

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他

ア
ル
カ
リ
分

五
五
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇
該
当
な
し

ア
ル
カ
リ
分

五
五
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

七
〇
・
〇

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

事

山

本

繁
太
郎

事

山

本

繁
太
郎

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

指
定
年
月
日

三
九
・
四
平
成
二
五
、

八
、
二
一

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

供
す
る
。

生

産

業

の
規
格

氏

名

又

は

名

称

住

東
方
工
業
株
式
会
社
佐
賀
市

目
一
三

者
所

高
木
瀬
東
二
丁

番
一
〇
号

六

公

告



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

る
同

備
事

し
た土

萩
市

（定期）報

登山第（
三土

第 号

（
三肥

録
は

字
棚
板
二
六
二
三
の
一

二
六
二
三
の
二

二
六
四
九
の
一

二
五
八
三
の
三

字
河
本
二
六
一
八
の
一

二
六
一
八
の
四

三
一
一
三

三
一
三
三
の
二

三
一
三
三
の
四

三
一
三
三
の
五

三
一
三
三
の
六

法
第
五
十
三
条
の
二
の
三
第
一
項

業
の
施
行
に
係
る
地
域
に
つ
き
、

。平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

地

の

所

在

三
見
字
東
高
田
二
五
八
三
の
二

録
番
号

失
効
年
月
日

口
県
生

五
三
三
号

平
成
二
五
、

七
、

四

二
一
）
県
営
三
見
河
内
地
区
中
山

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

二
〇
）
肥
料
の
登
録
の
失
効

料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

、
そ
の
効
力
を
失
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日

用
悪
水

用
悪
水

用
悪
水

の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
三
見

次
の
従
前
の
土
地
を
換
地
を
定

山
口
県
知

地

地

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

タ
ン
カ
ル

間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
係
る

第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条

第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の

山
口
県
知

田

一
、
七
一
六

路

三
一

田

一
、
一
五
五

三
八

田

九
八
九

路

四
四

田

九
四
六

九
三
五

七
四

路

五
・
七
五

五
・
七
八

河
内
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整

め
な
い
土
地
と
し
て
指
定
し
ま

事

山

本

繁
太
郎

目

地

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

畑

八
五

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他

ア
ル
カ
リ
分

五
五
・
〇
公
定
規
格

り

不
換
地
の
指
定

の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登

事

山

本

繁
太
郎

生

産

業

の
規
格

氏

名

又

は

名

称

住

の
と
お
重
安
石
灰
株
式
会
社
美
祢
市

六
二

二
六
四
九
の

字
浜
田
三
〇
七
〇
の

三
〇
七
〇
の

者
所

大
嶺
町
北
分
五

二

用

二三

七

悪
水
路

二
一

田

九
七
五

一
一
三



平
成
二

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日
印
刷

十
五
年
九
月
六
日
発
行

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知
庁事


